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第3章　東京の水産業の目指す方向

　東京の水産業がその役割を着実に発揮し、将来にわたり豊かな都民生活に貢献していくためには、東京
の水産業を持続可能で競争力のある力強い産業へと発展させていく必要があります。
　そこで、持続可能な漁業の実現と水産業の競争力強化に向け、本プランでは、４つの基軸とその取組の基
本方針を定め、各種施策を総合的に展開していきます。

［基軸1］
資源の持続性に配慮した
漁業の推進

［基本方針］
●	漁業経営への影響に配慮しつつ、
キンメダイなど主要魚種の資源管
理を重点的に推進し、持続可能な
漁業の実現を目指します。

●	海洋環境の変動に対応し、栽培漁
業や漁場造成の展開を図ります。

［基軸2］
水産業の成長産業化に向けた
取組の推進

［基本方針］
●	都が核となり、東京の水産業の将
来を担う人材の育成を推進します。

●	デジタル技術導入などによる漁業
の効率化や、東京産水産物のブラ
ンド化による競争力強化などによ
り漁業経営の安定化を図ります。

キンメダイの標識放流調査 漁業就業希望者のマッチングイベント

造成したテングサ漁場の調査 デジタル技術による水温予測画面
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［基軸3］
多様なセクタ―との連携強化
による多面的機能の発揮

［基本方針］
●	積極的な情報発信により、東京の
水産業に対する都民の理解を醸
成していきます。

●	新たなルールづくりにより、調和
のとれた水面の利活用を進め、水
産業の持つ多面的機能を一層発揮
していきます。

［基軸4］
コロナ禍による
市場変化への対応

［基本方針］
●	新たな消費市場への参入など、漁
業者等の事業継続を支援していき
ます。
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食育副教材 地方市場等への販路開拓

ダイビングなどのレクリエーションが盛んな
東京の海

新たな水産加工品の開発
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・資源管理体制の充実

・キンメダイの資源管理強化に向けた関係者の合意形成

・キンメダイ漁業以外の漁業への転換支援

・サメなどによる漁業被害の軽減

施策1　新漁業法下での資源管理の推進

・栽培漁業センターのニーズの変化に応じた在り方の検討

・新たな種苗生産対象魚種の可能性の検討

・海洋環境の変化に対応する栽培漁業の展開

・環境変動に対応した漁場造成

・海洋環境・海洋生物分布状況などの変化の把握

施策２　海洋環境が変化する中での

	 栽培漁業・漁場造成の展開

基軸１
資源の持続性に
配慮した漁業の推進

基軸４
コロナ禍による
市場変化への対応

基軸３
多様なセクタ―との
連携強化による
多面的機能の発揮

基軸２
水産業の成長産業化に
向けた取組の推進

・アユの上流部への遡上促進

・遡上したアユの利活用

・カワウなどの食害対策

施策３　江戸前アユの遡上促進と

	 利活用の推進

・漁業就業者の受入れ体制構築とキャリアプランのサポート

・東京の魅力を活かした効果的な新規就業希望者の確保
施策４　漁業人材の確保・育成

・漁協経営の安定化

・デジタル技術の導入などによる漁業経営の効率化

・国の制度活用などによる漁船等の更新

・流通面でのハンディキャップの克服と販売力強化

・激甚化・頻発化する災害への対応

・定置網の再開など網漁業の再生支援

施策５　デジタル技術活用などによる

	 水産業の競争力と体質の強化

・河川釣場への多様な客層の誘致、魅力的な釣り場環境の整備

・内水面養殖業の経営安定化の取組
施策６　内水面漁協・養殖業の経営安定

・流通の各段階に対応した認知度向上の取組

・東京産水産物の特徴を活かしたブランディング

・クロマグロのブランド化

・特色ある水産加工品の生産支援

施策７　クロマグロのブランド化など

	 東京産水産物の競争力強化

・HACCP導入など漁業施設の衛生管理の強化

・SDGsに取組む企業などとの連携、認証制度の効果的活用
施策９　衛生管理の強化やSDGsへの対応

・地域や観光と連携したルールづくり

・自然学習への取組
施策10　川と海の新たなルールづくり

・漁業者などによる漁場環境保全施策11　河川・海洋環境保全などの取組

・漁業者などによる食育活動の支援

・情報発信の多角化
施策12　食育活動や情報発信の充実

・販路・販売形態の多角化支援

・漁業共済の加入促進

施策13　新しい日常に対応した流通対策

	 と漁業者の事業継続支援

・海外販路開拓の取組推進
施策８　海外販路開拓などによる

	 販路の多角化

施策の体系図
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